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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月7日(2020.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式：

【化１】

の置換無水フタル酸と、下記式：
【化２】

のジアミンとを、反応中の無水物官能基の合計モルに対して１０～５０モル％の量の芳香
族二無水物、および任意選択的に連鎖停止剤の存在下で反応させるステップを含み；
　反応性中間体組成物を生成するのに有効な条件下で、反応器内で、非プロトン性溶媒中
で反応を実施し；
　上記式中、Ｘは、ハロゲンまたはニトロ基を含み、
Ｒは、Ｃ６－２０芳香族炭化水素基もしくはそのハロゲン化誘導体、直鎖もしくは分岐鎖
Ｃ２－２０アルキレンもしくはそのハロゲン化誘導体、またはＣ３－８シクロアルキレン
もしくはそのハロゲン化誘導体を含むことを特徴とする反応性中間体組成物の製造方法。
【請求項２】
　相間移動触媒の存在下で、
　モノ無水物、モノアミン、またはモノ官能化フタルイミド連鎖停止剤の存在下で、
　少なくとも１１０℃の温度で、
　最大３１０ｋＰａの圧力下で反応させる請求項１に記載の反応性中間体組成物の製造方
法。
【請求項３】
　中間体組成物の成分が、前記芳香族二無水物がないこと以外は同じ条件の下で実施した
同じ反応によって得られた中間体組成物の成分よりも少なく反応器の壁に付着する請求項
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１に記載の反応性中間体組成物の製造方法。
【請求項４】
　１８０℃での中間体反応組成物の成分の溶解度が、前記芳香族二無水物がないこと以外
は同じ条件下で実施される同じ反応によって得られる中間体組成物の成分の１８０℃での
溶解度を超える請求項１または２に記載の反応性中間体組成物の製造方法。
【請求項５】
　中間体反応組成物の１８０℃での固形分の質量％が、前記芳香族二無水物がないこと以
外は同じ条件下で実施される同じ反応によって得られる中間体組成物の１８０℃での固形
分の質量％より多い請求項１または２に記載の反応性中間体組成物の製造方法。
【請求項６】
　前記芳香族二無水物の量が、無水物官能基の合計モルに対して１０～３５モル％であり
、
　好ましくは、前記芳香族二無水物の量が、無水物官能基の合計モルに対して２０～３０
モル％である請求項１または２に記載の反応性中間体組成物の製造方法。
【請求項７】
　反応性中間体の存在量が、反応質量の合計質量に対して１５～４０質量％固形分であり
、
　好ましくは、反応性中間体の存在量が、反応成分の合計質量に対して２５～４０質量％
固形分である請求項１または２に記載の反応性中間体組成物の製造方法。
【請求項８】
　前記置換無水フタル酸が４－クロロフタル酸無水物を含み、
　前記ジアミンが、ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン、４，４’－ジア
ミノジフェニルスルホン、３，４’－ジアミノジフェニルスルホン、３，３’－ジアミノ
ジフェニルスルホン、またはこれらの少なくとも１つを含む組み合わせであり；
　前記芳香族二無水物がビスフェノールＡ二無水物である請求項１または２に記載の反応
性中間体組成物の製造方法。
【請求項９】
　前記置換無水フタル酸が３－クロロフタル酸無水物を含み、
　前記ジアミンが、ｍ－フェニレンジアミン、４，４’－ジアミノジフェニルスルホン、
またはこれらの少なくとも１つを含む組み合わせであり；
　前記芳香族二無水物がビスフェノールＡ二無水物である請求項１または２に記載の反応
性中間体組成物の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の方法によって得られた反応性中間体組成物と、ジ
ヒドロキシ芳香族化合物のアルカリ金属塩とを、非プロトン性溶媒と相間移動触媒とを含
む重合混合物中で、ポリエーテルイミドの製造に有効な条件下で反応させるステップを含
むことを特徴とするポリエーテルイミドの製造方法。
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